


















































































































































































































































































































時の米国は，安全保障理事会において拒否権を持つことはもとより，5 常任理事国の 4 カ国，6 非
常任理事国の 3 カ国を親西側勢力で占めることができた。また総会でも，12 カ国の支持を得るだ



















































分であったことが論じられる。第 3 章では，1950 年代の米国アイゼンハワー政権の，ベルギー領
コンゴ政策の特質を考察する。ここでは，新興独立国において権威主義的体制の樹立を好む傾向を
持っていた米国が，なぜコンゴでは国連軍の介入を支持したのか，その国連利用の起源を論じる。
　本書の中心部分を為す第 4 章から第 8 章は，国連軍が，米国の秘密工作と一体化しつつ，コンゴ
に親米政権を樹立，維持する活動を行い続けたことを実証する。全章を通じて描き出されるのは，
上記の三つの視座の交錯と，米国への依存を深めながらも，活動を失敗させられないとする国連組
織防衛の論理である。まず第 2 部の第 4 章から第 6 章は，主にコンゴの中央政府をめぐる民族主義
路線と親米路線の対立が扱われる。この 3 章が扱うのは，ソ連のコンゴ介入の問題が，米国政府高
官及び国連事務局の上級職員に比較的深刻に受け止められた，1960 年 6 月から 61 年 7 月までの時
期である。
























　続く第 3 部の第 7 章と第 8 章は，カタンガ分離独立問題をめぐる国際紛争について 61 年 8 月か

































たが（例えば，独立時の国名はコンゴ共和国，1967 年からは 71 年までは，コンゴ民主共和国，71
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